
審議会等の会議の概要の記録 

会 議 の 名 称 令和８年度 第１回甲州市地域福祉推進委員会 

開 催 日 時 令和８年７月６日  午後３時００分～午後４時００分 

開 催 場 所 甲州市役所本庁舎 ２階 第一会議室 

議 題 

（１）第４次甲州市地域福祉計画における令和８年度の取組について 

（２）令和８年１０月から開始する基幹相談支援センター設置につい

て 

（３）その他 

出 席 委 員 

大澤 すみ子、橘田 悦子、楠 宏一、塩野 晴美、土屋 啓子、 

筒井 好澄、丸田 一穂、三科 英訓、宮原 健一、望月 明男（５

０音順） 
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公開の区分 

公開 

会議を一部公開又

は非公開とした場

合の理由 
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別紙会議録のとおり 

事務局に係る事項 

出席者 

福祉総合支援課４名（事務局及び説明担当者） 

そ の 他 

 

 

 

 



 

 

令和８年度 第１回甲州市地域福祉推進委員会 会議録（令和８年７月６日） 

内容 発言内容・決定事項等 

内容 

 

１．開会 

 

２．委嘱状交付 

 

 

 

３. 委員長挨拶 

 

 

 

 

 

４．副委員長の選任 

 

 

 

 

 

５．副委員長の挨拶 

 

 

６．議事 

 

（１）第４次甲州市

地域福祉計画におけ

る令和８年度の取組

について 

 

 

 

（２）令和７年度重

層的支援体制整備事

業実績報告について 

 

 

次第に基づき以下の通り進められた。 

 

〇事務局 開会 

 

〇事務局 新たに委員に就任した大沢氏、楠氏、土屋氏、筒井氏に対し、市

長代理の福祉総合支援課長より委嘱状が交付された。 

 任期は令和 8年 7月 6日から令和 9年 5月 26日までである。 

 

〇委員長 新たなメンバーにて初めての委員会となるので、よろしくお願

いしたい。 

また、私は民生委員をしているが、近年の地域福祉課題が多岐にわたり多

様化していることや孤立・孤独問題が地域課題となっている。委員会ではそ

れぞれの皆様の立場の中から、ご意見をいただきたい。 

 

〇事務局 副委員長設置につき、甲州市附属機関の設置に関する条例につ

いて説明し、前任の小宮山氏の退任に伴う副委員長の選任について諮られ

た。 

 委員の互選により母子父子相談員連絡協議会会長の大澤委員が副委員長

に就任した。 

 

〇副委員長 勉強不足ではあるが、委員長や皆様の協力をいただきながら

できる限りサポートしていきたいので、皆様のご指導をお願いしたい。 

 

〇委員長 会議及び会議録の公開について諮り承認を得る。 

 

〇事務局 資料に基づき計画の概要目標について、それに基づく事業内容

説明と今年度の重点事項について説明。 

 

（主な意見） 

〇委員 内容が非常に詳細に渡っており、すべて実施できれば立派な成果

となる。非常に良い内容であると思う。 

 

〇担当職員 資料に基づき令和 8年 10月 1日設置予定の基幹相談支援セ

ンターについて設置目的や主な役割、実施体制について説明。 

 

（主な質疑や意見） 

〇委員 センターの場所はどこか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇事務局 設置は福祉総合支援課で、市役所の１階にある。 

  

〇委員 社協が行うのか。 

〇事務局 社協に委託とかではなく、職員が直営で行う。 

 

〇委員 障害の種類や状態に関わらず総合的に相談を行うとのこと。また

障害者の虐待や差別を防止する取組や成年後見制度、障害者の相談支援体

制とか自立支援協議会の運営については、十分に活動して成果を上げてい

ただきたい。非常に素晴らしい成果が得られると思う。我々もこれに沿っ

て努力していかなければならないし、推進していかなければならないと思

う。 

 

〇委員 十分に素晴らしい取り組み計画だと思うが、相談を行っていくと

いうことで、障害を持つ方や色んな関係する方へ周知徹底をしないと、ど

こへ相談していいかとなってしまう。良い取組なので、知らなかったとな

らないように市民の皆様に広く知っていただけることが大事であると強く

思う。 

〇担当職員 10月のセンター設置に向けて、市の広報やホームページ、そ

の他福祉関係の事業所や様々な関係先を通じて周知を図っていく。 

 

〇委員 色々と相談を受けることがあるが、それを福祉総合支援課や支援

センターに相談すると導きをいただけるので、十分に活用できるようにな

ればありがたい。 

 

〇委員 障害と言っても、種類とか程度とか色々あるが全般を支援してく

れるのか。 

〇担当職員 障害の種類や程度に関わらず支援をさせていただく。中には

障害にあたる状態でも例えば障害者手帳とか障害年金とかそういった制度

には結びついていない方も当然いるので、制度が適切・的確に使えるよう

なところから支援をしていく形で考えている。 

 

〇委員 障害者と普段つきあっているが、本当に程度とか色々で内容も全

然違うが、全般を見てくれるのか。 

〇担当職員 全般に対応するために、この基幹相談支援センターには資格

がある専門的な職員、具体的には社会福祉士、精神保健福祉士、保健師と

いった資格と経験のある職員を配置していくので、その中で支援させてい

ただく。 

 

 



 

 

 

（３）その他 

 

 

 

 

 

 

 

７.その他 

 

 

 

 

８.閉会  

〇委員 委員の中で、障害者とか老人とか見てきた方はいるか。 

〇委員長 民生委員をしていて、独居の高齢者等を中心に相談相手になっ

たり、行政とのパイプ役を担ったりと民生委員はやっている。高齢者が主

だけど、中には障害者の方もいる。 

〇委員 最近の障害者は高齢者も増えてきているが元気である。 

〇委員長 色々あるが、相談支援センターができるので、色々と相談の窓

口として活用していただきたい。 

 

〇事務局 

 委員報酬・費用弁償の支払いについて連絡。 

 

（質問・意見なし） 

 

〇事務局 閉会 


